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４

月 

花保っ子の仲間入りをしたぴかぴ

かの１年生。今年のテーマは、「ワン 

ダイレクション」一人一人が、自分を

好きに、自分を大切にできるように

なることをゴールとし、学年で力を

合わせて頑張っていきます。 

早速取り組んでいるのは、ビー玉

貯金です。クラスのみんなで目標を

達成できたときに、ビー玉を貯金箱

に入れます。朝の支度が時間以内に

できるようになった、チャイム着席

ができたなど、一人一人がリーダー

として頑張っています。 

 

 

 

 

 

２年生になり、教室が変わったり、

転校生が来たり、担任の先生が変わ

ったりと、心機一転。新しい 1年が始

まりました。 

リーダー・イン・ミーの授業とし

て、『第２の習慣 ゴールを決めてか

ら行動する』を行いました。その後、

２年生の終わりになりたい姿を想像

し、「１年生の手本になる２年生にな

る。」そのために「自分から挨拶をす

る。」「百マス名人になる。」と小さい

目標を立てて日々頑張っています。

毎月、目標に向かってコツコツと努

力し、3月にはなりたい自分になるた

めにこれから頑張っていきます。 

３年生に進級し、希望に満ちた表

情の子どもたち７７名。運動会や音

楽会などの行事、わり算や新しい漢

字など、３年生で出会う学習内容に

ついて、１年間の見通しをもつ学習

を行いました。 

 それらの行事や学習を通して、

３年生のゴールの日、どのような姿

に成長していたいか、考えました。

「キラキラ３年生」「がんばる３年

生」「わすれ物ゼロの３年生」など、

自分なりの目標を立てることができ

ました。自分で立てたゴールの姿に

なれるよう、毎月の計画も立て、努力

していきます。 

下の３つの絵、何に見えますか。左

から「トロフィー」「振り向く女性」

「おじいちゃんとおばあちゃん」と、

それぞれ答える子どもたち。もちろ

ん正解です。多くの人がそう見ると

思います。でも、視点を変えると・・・

何に見えるかは、お子さんに聞いて

みてください。 

視点を変えて物事を見ることを、

「Leader in me」では、パラダイム

シフトと呼んでいます。パラダイム

シフトを起こすことで、違う世界が

目の前に広がっていきます。「自分に

はできない」ではなく「絶対にできる

はず」と、自分の見方を変えていきま

しょう。 

 クラス替えをし、新しい友達や先

生と出会った５年生。委員会が始ま

ったりクラブに後輩が入ってきたり

し、高学年としての自覚が芽生えて

きました。 

 授業では、今年度の取り組み「人生

の設計図」とは何かを考えました。赤

塚不二夫先生に対する弔辞を聞いた

ことをきっかけに、人生のゴールと

は何か、自分は人にどう思われたい

のか…。また、無理のない設計図はど

のようなものなのか…。そのことを

考えた上で、人生のゴールと４月の

ゴールを一人一人設定しました。 

 花保、５０年の歴史に選ばれた6年

生！花保の顔として、最高学年とし

て下級生の憧れの的になるために必

要なことは何なのか、みんなで話し

合いました。題して「憧れられ力向上

プロジェクト」、略して「あこ P」。子

どもたちからは、憧れられるために

「多くのことに挑戦する。」「今まで

の先輩方にしてもらったことをす

る。」「当たり前にすべきことを当た

り前にする。」「しくじってもめげな

い。」などが出てきました。来月は実

際にプロジェクトチームを発足し、

様々な企画をします。お楽しみに。 

５

月 

 １年生になって、初めての大きな

学校行事、創立５０周年記念運動会。

「一人一人がリーダー！」を合言葉

にして練習に取り組みました。本番

の大成功をゴールとして、練習では

何をすればよいのか、どうしたらも

っと良くなるのかを考え、目標を立

てました。運動会を通して、ゴールを

決めてから計画を立てる大切さを感

じることができました。今回学んだ、

自分で自分のリーダーとなること、

みんなで協力して大きな力を発揮す

ることを、これからの日常生活で生

かしていきます。 

 

  

 

 

 ２回目の運動会で昨年よりも成長し

た姿を観客の皆様に見てもらうため

に、練習を頑張りました。LIM の学習で

は、この運動会を通して、頑張りたいこ

とを考えました。「ボールを一度も落と

さないようにする。」「リレーのバトン

パスを頑張る。」と書きました。そのた

めに努力することとして、「家でもボー

ルキャッチの練習をする。」「休み時間

にバトンパスの練習をする。」と目標を

立てることができました。振り返りを

した際には、「みんなでタイミングを合

わせてボールを投げることができた。」

「心を一つにして走ったり、踊ったり

することができた。」と書いており、こ

の行事を通して大きく成長することが

できました。 

 運動会で達成したい目標を立て、

そのために自分がするべきことを考

えました。「毎日ダンスの練習をす

る。」、「公園で走る。」など、真剣に自

考えることができました。 

 運動会が終わった後の感想で、「ダ

ンスが上手になった。」、「足が速くな

った。」などの感想が見られました。

また、「ダンスを成功させるため、友

だちと息を合わせた。」、「みんなのこ

とを一生懸命応援した。」など第２の

習慣だけでなく、win-winを意識した

振り返りが見られ、成長を感じまし

た。 

 リーダー・イン・ミーのキーワード

は、「ポーズ」「ゴール」「信頼貯金」

「シナジー」。今までに学んできたキ

ーワードを思い出しながら、第 1～3

の習慣をおさらいしました。恐らく、

誰に質問しても答えられますよ。４

つのキーワード。是非、質問してみて

ください。 

 運動会では、本番で輝く自分の姿、

つまりゴールを思い描きながら、一

人一人意気込みを書きました。輝く

自分を見せたいから、今練習を頑張

れる。子どもたち一人一人の中に、リ

ーダーが見えました。 

 

 ５年生と言えば、２泊３日の「鋸南

自然教室」。９月の自然教室に向け

て、準備を始めました。鋸南の実地踏

査で配付された資料を子どもたち一

人一人に配り、それを見ながら、２泊

３日の日程を考えました。まずは、一

人で考え、その後に３人～４人の班

になり、日程を組みました。振り返り

には、「一人で考えるのは大変…。」

「一人で考えるのも大切だけど、友

だちと考えると、もっと上手くい

く！」と、第６の習慣を実感した様子

でした。 

 

 １年生から耳にタコができるほど

聞いてきた「ポーズ」。今月はそのポ

ーズについて、改めて考えました。刺

激があると、まだまだ反応的な６年

生。反応の前に一拍間を置く（スペー

スをつくる）ことができると、良い選

択ができるようになるということ、

その良い選択の積み重ねが自分の人

生を豊かにするということを改めて

学習しました。生活の中の事例をも

とに、スペースの中で何を考え、どん

な選択をすればよいのかみんなで話

し合いました。反応的な人生ではな

く、自分の中にリーダーをつくる人

生を歩んでいく意識を高めました。 



６

月 

運動会や学校探検を経て、改めて、

「リーダー」とは何なのかを考えま

した。子どもたちからは、「みんなを

助ける人」「仲間を引っ張る人」とい

う『みんなのリーダー』と、「朝のし

たくをきちんとする。」「綺麗な字を

書く。」という『自分のリーダー』が

出てきました。リーダーは、誰かに任

せればよいわけではない、全員がリ

ーダーになれるのだ、ということを

学びました。一人一人が自分の良い

ところを見付け、何のリーダーにな

るのかを考え、意気込んでいました。 

 

 

 大きな行事である運動会が終わ

り、次の目標（ゴール）を考えました。

４月に考えた「２年生の終わりにな

りたい姿」になるために今月は何に

力を入れて取り組むか、各自で具体

的な目標を立てました。「相手の気持

ちを考えてから話す。」「毎日、本を１

冊読む。」「百ます計算を２分台で解

く。」と、それぞれの目標に向かって

頑張っています。日々努力し続ける

子どもたちの成長が楽しみです。 

 

 「習慣とは、何だろう？」、今月は

改めて基本に立ち戻って考えまし

た。「悪い習慣はすぐに身に付いてし

まうけど、良い習慣は、努力しないと

身に付かない。」「良い習慣を身に付

けると、心がきれいになる。」など、

たくさんの気付きが子どもたちから

聞かれました。そして最後に、「毎日

の積み重ねが習慣となり、自分の将

来を決める。」というまとめができま

した。良い習慣を身に付けるために、

これからも努力を続けてほしいと願

っています。 

 「第1～第3の習慣」をおさらいしました。第

１～第３の習慣を７つの習慣では「私的成功」と

呼びます。この習慣は全て、自分自身の中で取り

組むことです。花保小学校では低学年で学んでい

ますが、これから改めて学んでいく第4～第7の

習慣を自分の習慣にしていくためには、この第1

～第3の習慣を理解している必要があります。そ

のため、改めて子どもたちと一緒に復習をしまし

た。ただこれがまた習慣にするには少し難しいん

です。振り返ると、私自身「習慣になっていない

な」と感じることもしばしば。特に第3の習慣が

難しいのです。 

 総合的な学習の時間では、鋸南自

然教室に向けての学習を進めていま

す。６月は、「鋸南町の魅力を知ろ

う！」というテーマで、Google スラ

イドを作成して友だちと伝え合いま

した。「進んでスライドを作ることが

できた！」（第１の習慣）、「鋸南自然

教室というゴールに向けて学習を進

めることができている。」（第２の習

慣）、「友だちの話を自分の知ってい

ることと比べながら聴くことができ

た！」（第５の習慣）と、総合的な学

習の時間では、今まで学んできた７

つの習慣を生かしながら学習を進め

ているということに気付くことがで

きました。 

 今月は、前回学習した「スペース」

の中で、何を考える必要があるのか

話し合いました。子どもたちは、スペ

ースの中で「本当にそうしていいの

かどうか。」「後悔はしないだろう

か。」ということを自問自答する必要

があると考えました。これまで、無意

識にやってきたことの積み重ねが今

の自分を成しているということ、だ

からこそ、自分の行動は慎重に選ぶ

必要があるということを再確認しま

した。より良い選択を積み重ね、今の

自分を超え続けてほしいです。 

７

月 

 夏休みも、スーパー１年生に近付

くための大切な一歩一歩です。夏休

みに取り組むリーダー・イン・ミー生

活表では、９月１日、自分はどのよう

なリーダーになっていたいかを想像

し、ゴールを決めました。そして、そ

のゴールに近付くための目標を立て

ました。「字を綺麗に書く。」と決めた

児童は、早速丁寧に生活表の字を書

いていました。ゴールが決まってい

ることで、一つ一つの行動に対する

意識が高まりました。 

 夏休みも今までに学んだ「第１の

習慣：自分で考えて行動する。」「第２

の習慣：ゴールを決めてから行動す

る。計画を立てる。」を生かして、夏

休みのゴールを考えました。学習、生

活、家のこと、習い事のこと、それぞ

れで目標を立てることができまし

た。長い休みの間もゴールに向かっ

てコツコツと努力し、夏休み明けに

「やり切った！！」という顔の子ど

もたちに会えるのが楽しみです。 

 

「第一の習慣を生活に生かそう」

をめあてに、どのような場面でポー

ズをとると良いか考えました。「悪口

を言われた時は？」「仲間はずれにさ

れた時は？」など、具体的な場面を想

像し、自分ならどのように行動する

か、考えました。ポーズをとって行動

することのよさについて、たくさん

意見が出てきました。更に、ポーズを

とることから子どもたちの話し合い

はどんどん深まり、友だちと信頼関

係を築くことやなかよくすることの

大切さについても活発に意見を交わ

すことができました。 

 【シナジーを生み出すために必要なこ

ととは！？】「シナジー」聞きなれない言

葉ですね。日本語に訳すと、「相乗効果」

です。１+１＝２。これは算数の概念。で

も7つの習慣では、１+１＝3以上なので

す。第 4、第 5 の習慣を最大限に活用し

て、話し合いをすると、新たな案を生み出

すことができるということです。しかし、

シナジーを生み出すためには話し合いの

ルールもあるのです。夏休み前にこれを

学び、この学びを生かして夏休み明けに

は、たくさん話合いを重ね、9月21日に

は研究授業に臨みます。子どもたちを応

援してあげてください。 

 

 いよいよ待ちに待った夏休み！

「夏休みも成長し続けたい！」とい

う５年生は、学習面、生活面、習い事

や家のことの３つの観点で、ゴール

を決めてから長期休みに入りまし

た。 

 長い夏休みだからこそチャレンジ

できることに取り組んで、さらにレ

ベルアップした子どもたちに会える

日が楽しみです。 

「錆びついた刃で木を切ることは

できない。」そんな話から始まった

第７の習慣「刃を研ぐ」の学習。今

まで１～６の習慣まで学んできまし

たが、どの習慣も第７の習慣がなけ

れば力が発揮できません。自分の人

生をより良くするためには、４つの

刃（頭・心・体・人との関わり）を

磨かなければいけないということ、

４つの刃をバランスよく磨くことが

大切だということを学びました。そ

れぞれの刃を研ぐために何ができる

のか、それを実行するためにどうす

ればよいのか、子どもたちと共に考

えていきます。 

 

 

 

 

 



９ 

月 

 

 ２年生ときょうだいペアで遠足に

行きました。１年生のために、たくさ

んの準備をし、当日リードしてくれ

たお兄さん、お姉さん。その姿を見

て、このような２年生になりたい、と

いう思いが更にふくらみました。そ

のためには、今の自分は何を頑張る

べきかを考え、リーダー認定証の設

計図に、新しい目標を書き加えまし

た。目指すべきゴールが明確になっ

たからこそ、はっきりとした目標が

増えました。 

  

 

 

 

 花保小学校の児童として『信頼貯

金』という言葉は知っている２年生。

信頼貯金を貯める方法を考えまし

た。信頼を得るためには「自分で起き

る。」「自分で学校の準備をする。」「よ

い姿勢で目と耳と心で話を聞く。」

と、話し合いをする中で、見つけるこ

とができました。これからは「あいさ

つを自分からしよう。」「当たり前の

ことを通して信頼されるようになろ

う。」と、これからの一つ一つの行動

を見直し、意欲を高めました。今後の

子どもたちに期待です！！ 

 

 

 

 

 

 「天気は自分の力で変えられる？」「朝、

起きる時刻はどう？」・・・。このような問い

から出発した授業。今回は「影響の輪」と「関

心の輪」について学びました。 

 天気や過去のテストに一喜一憂するより

も、自分がコントロールできる事に集中しよ

う。そうして、影響の輪を広げるとどうなる

だろうか。 

 「周りから信頼される人になれる」、「勇気

が身に付く」、「前向きになれる」・・・様々 な

考えが出てきました。 

 そして、「キラキラ3年生になれる！」と

目を輝かせ、影響の輪を広げていこうとする

気持ちを高めていました。 

 「成功させよう！二分の一成人式」

ということで、子供たちと始めた二

分の一成人式までの道のり、自分た

ちで考えて、自分たちで作り出し、自

分たちで成功させる。でもそこには、

保護者の皆様や先生方、地域の方々

など、多くの人たちに支えがあった

ということを、子供たちには感じて

ほしいと思っています。 

9月 21日の研究授業では、子供た

ちはシナジーを発揮して、みんなが

納得する案を探し続けました。時間

の許す限り、あきらめることはあり

ませんでした。この日に考えたこと

がもとになって、式当日のプログラ

ムが決まります。保護者の皆様、ぜひ

ともお楽しみにしていてください。 

５年生は、９月１２～１４日に鋸

南自然教室に行ってきました。初め

ての集団での宿泊学習。７つの習慣

がとても大切なことに改めて気付き

ました。責任をもって自分の係の仕

事をすること（第一の習慣）、５分前

行動をする、見通しをもつこと（第二

の習慣）、友だちと仲良くするために

大切なこと（第４～６の習慣）などな

ど…。 

気付いたことを学校生活で

も生かせるように、どんな場面でど

のように生かしていくのか、振り返

りもしました。今後の５年生の活躍

にも大注目です。 

「努力は夢中に勝てない」 という言

葉の意味について考える事から始ま

った授業。ネガティブな没頭よりも

ポジティブな没頭のほうが生み出す

成果が大きくなります。とはいえ人

生においては、好きではないけど頑

張らなければいけないことも多々あ

るものです。そこで子どもたちは努

力すべきことを夢中になれるものに

変える方法を考えました。考え方を

変えたり結果が出るまでやり続けた

りすることで「好きなこと」に変えら

れるかもということを学ぶことがで

きました。 

１０

月 

 後期が始まり、これまでの当番活

動について振り返りました。「忘れて

しまうことがある。」「友達に任せて

いる。」とそれぞれ自分自身を見つめ

なおしていました。そして、一人一人

が責任をもち（第一の習慣）みんなが

仕事をするとどんな良いことがある

か考えました。きちんと当番活動が

行われた教室の写真を見て、「幸せな

気持ちになる。」「心がふわふわにな

る。」と気付いた子どもたち。これか

らは、もっとみんなのために頑張り

たい、と意欲を高めていました。 

 来月の音楽会に向けて、鍵盤ハー

モニカやそれぞれの楽器、歌の練習

をしています。そこで第２の習慣「ゴ

ールを決めてから始める。計画を立

てる。」を用いて、最終目標【ゴール】

を考えました。 

「オブラディ・オブラダを完璧に

演奏できるようになる。」「みんなで

声をそろえて歌えるようになる。」

と、それぞれ自分達で考えることが

できました。 

今、そのゴールに向かって悔いの

ないよう、日々練習を頑張っていき

ます。１１月の音楽会本番がとても

楽しみです。 

 いよいよ音楽会の練習が始まりまし

た。本番まで３週間、どのような気持ち

で過ごすのか、どのような態度で練習に

取り組むのか、自分のめあてを考えまし

た。そして、そのめあてを達成するため

に、具体的にどんなことをしていきたい

のか、考えました。 

「みんなと心を一つにして音楽会を

成功させる。」「一つ一つの練習の時間を

大切にする。」など、自分なりのめあて

を立てることができました。 

第２の習慣「ゴールを決めてから始め

る。計画を立てる。」 

この習慣の大切さに気付くことがで

きました。１１月の音楽会本番をお楽し

みに！！ 

9 月の研究授業から 1 か月、二分

の一成人式に向けて子供たちの話し

合いが進み、これから当日のプログ

ラムを完成させるところまで来てい

ます。どうやったら感謝や自分たち

の成長を伝えることができるのか

を、常に念頭に置きながら話し合い

は進んでいます。 

また、音楽会へ向けても自分たち

で目標を決めて取り組んでいます。

「最後から二番目だから、6年生につ

なぐ大切な役割。自分たちの演奏で

期待を膨らませたい」と、多くの児童

が意気込んでいます。今まで積み重

ねてきた、リーダー・イン・ミーの取

り組みの成果が表れてきているよう

に思いました。本番をお楽しみに！ 

前期が終わり、後期が始まった１

０月。「夢デザインシート」を使って、

前期の振り返りと後期のゴールの設

定をしました。一人一人が自分を見

つめ直し、新たな気持ちで後期をス

タートさせようとしていました。 

また、後期は、当番活動や係活動も

変わります。よりクラスが良くなる

ためにどんな当番が必要なのか、こ

のままのやり方でよいのだろうか

…。国語のディベートの学習で学ん

だことを生かしながら話し合うこと

で、「シナジー」が生まれる場面も見

られました。リーダー・イン・ミーの

学習を生かして、教科学習や学級活

動を深める子どもたち、すてきです

ね。 

 

これから社会に出た時にどんな力が求

められるのか、必要とされる人材とは

何なのか。また、自分の強みを社会に

出た時にどう生かすかを考えました。

自分の強みを知る時に邪魔になってし

まうのが、人と比べようとする気持ち

です。自分の強みは何なのか、それは、

自分がやっていて好きなこと、つまり

行為、動詞の中にあるということも学

びました。これから、自分の強みとそ

れが生かせる仕事について考え、その

仕事に就くためにどんなことを磨けば

いいのか調べ、考えていきます。 

 

 

 

 

11

月 

 月目標を、具体的に考えることが

できるようになってきました。１１

月は、音楽会に向けて目標を立てる

児童が多かったです。「大きな声で歌

う。」「音楽会を大成功させる。」とい

ったゴールを決めることで、「家でも

 達成感に満ち溢れた音楽会でし

た。練習の何倍も良い成果を発揮し、

笑顔で終えることができました。子

どもたちは、「間違えずに演奏するだ

けでなく、指揮を見ながら演奏する

ことができた。」「周りの楽器に合わ

 大成功で終わった音楽会。保護者や地

域の方々にたくさん褒めていただきま

した。子どもたちは、自分で計画を立て、

練習に取り組みました。 

 「みんなと協力する力が身に付いた。」

「みんなと息を合わせてリズムをとる

「感謝と成長を伝える二分の一成

人式にする。」という視点をもって、総

合的な学習の時間で話し合いを進め

ています。写真にあるのは、子どもた

ちが話し合いながら決めたプログラ

ムと、役割分担です。 

１１月は、５年生にとって大きな

行事が２つありました。 

１つは、音楽会。どんな演奏をし

て、聴いている人たちにどんな気持

ちを伝えたいのか、「ゴール」を決め

て一人一人が日々の練習に取り組み

 少しお休みしていた「憧れられ力

向上プロジェクト」がいよいよ再始

動しました。各プロジェクトチーム

が学年の力を伸ばすために、自分た

ちの思い出を自らの力でつくるため

に、知恵を絞り、話し合い、企画を考



鍵盤ハーモニカの練習をする。」「歌

を全部覚える。」と計画的に練習に取

り組むことができました。音楽会を

終えた子どもたちは、とても誇らし

げでした。自分の目標をやり遂げる

ことで、自信と達成感を得ることが

できたことでしょう。 

せて演奏することができた。」と、自

分の立てていたゴール超えることが

できました。子どもたちの満足気な

表情からこの音楽会を通して、また

一つ成長し、自信をもつことができ

たのだと思いました。 

ことができた。」など、友達と力を合わ

せることの良さをたくさん感じた音楽

会となりました。 

 今回の取組を通して、第4の習慣win-

winの考え方に気付く子どもも多くいま

した。この気付きを生かして、更に 7つ

の習慣の学びを深めていきます。 

 

 

 

 

「成長と感謝を伝えるためには、プ

ログラムをどんな順番にすればいい

だろう。」 

「このプログラムに必要な役割分

担って何だろう。」 

子どもたちが真剣に考え、取り組む

二分の一成人式、とても楽しみです。 

ました。１週間前からは、休み時間や

家庭学習で自主的に練習する子も見

られました。 

もう１つは、５０周年記念式典。各

クラスの代表児童が、伝統の花保ソ

ーランを披露しました。代表児童は

もちろん自分から「やりたい！」と手

を挙げています。 

もうすぐ最高学年になる５年生。

自分から進んで行動する姿が多く見

られた１１月でした。さすがですね。 

えています。子どもたちは活動の中

で、みんなの意見を大切にすること、

みんなに役割があることを大事にし

て話し合いを進めています。企画実

現が楽しみです。 

１２

月 

みんながリーダー当番編。自分の

当番活動のめざす姿（ゴール）を決め

て、活動に取り組んできました。１２

月の振り返りでは、１０月の振り返

りより更に具体的に考えることがで

きるようになりました。 

冬休みは、「みんながリーダーおう

ち編」として、家族のために自分がで

きると考えた仕事を実践します。学

校の当番活動で気付いたこと、頑張

ったことを、家庭でも生かせるよう

に頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 待ちに待った冬休み！！そんな

冬休みをだらだら過ごすのではな

く、冬休み中も成長するために「冬

休みのゴール」を決めました。「毎日

お家の手伝いをする！」「毎日プリ

ント一枚取り組む！！」と、それぞ

れのゴールを決めることができま

した。 

 少しでも成長して、自信をつけた

姿で冬休み明けに会えることを楽

しみにしています！！ 

 「みんなにとって大切な人はだれ

ですか？」子どもたちは、家族、兄弟

姉妹、友だち・・・たくさんの大切な

人を思い浮かべました。 

 そして、今まで家族に頼まれたこ

とや友達との約束を後回しにしてい

たことがあったのではないか、とこ

れまでの生活を振り返りました。「大

切な人を第一に考えて行動すること

が、本当にその人を思っていること

になる。」ということに気付き、他者

を優先する行動が信頼貯金をためる

ことにつながるも実感していまし

た。 

冬休み中のリーダー・イン・ミーは、

毎日の振り返りでした。多くの子ども

たちが振り返りに取り組み、それぞれ

に成長を感じていたようですが、そも

そもなぜ振り返りをすることで成長す

ることができるのでしょうか。 

 その日一日を振り返ると、良いこと

も悪いことも、頭の中に流れていきま

す。その中で成果があれば、当然課題

もあります。一日を振り返ることは成

果と課題を次の日にどう生かしていく

のかを考えられる機会だと思うので

す。成果を長所として伸ばすのか、そ

れとも課題を克服するのか、どちらに

しても自分自身を成長させることは間

違いないですね。4 年生の中でも、振り

返りを毎日のように行っていた児童

が、急成長しました。大事なのです、

振り返りが。 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ冬休みです。５年生にと

って今年の冬休みは、いつもと違う

気持ちになる年越しとなるのではな

いでしょうか。そうです、年が明けた

ら３か月で最高学年です。そんなち

ょっぴり特別な冬休みも成長できる

ように、「冬休みのリーダー・イン・

ミー」に取り組みます。自分に合った

ゴールを設定し、日々どのくらい達

成できたか振り返ります。 

 冬休みも成長し続け、最高な６年

生になる準備をしていきましょう。 

憧れられ力向上プロジェクト続

編！１日、約１５分間。少しでも企

画・実行のリズムをつくっていこう

ということで、２・３日に一回は集ま

って話し合う機会をつくり、動いて

います。チームによっては、話し合っ

たことが形になっているチームもあ

ります。卒業までにやることは山積

みですが、寸暇を惜しんで活動する

子どもたちを誇らしく思います。学

年委員からは「発言ビンゴカード」６

年を知ろうの会からは「学年ツイッ

ター」など、ワクワクするような企画

ばかりです。 

 

 

 

 

 

１

月 

みんながリーダーお家編では、一

人一人が自分で決めた仕事に責任

をもって取り組むことができまし

た。「自分から洗濯物をたたんだ。」

「とてもとても楽しかった。」「家族

が喜んでくれて嬉しかった。」と、や

 「２年生も残り２か月・・・このま

ま３年生になるわけにはいかな

い！！」ということで、２年生のゴー

ル=３年生のスタートを考えました。

クラスごとに話し合い、「みんなであ

きらめないでチャレンジし、やさし

 自信貯金・・・自分が自分のために

預け入れる信頼貯金。自分にどのく

らい自信があるか考えました。お笑

い芸人の高岸宏行さんの人生につい

て知った子どもたちは、自信貯金が

貯まっている人はどんな人か考えま

2 分の 1 成人式の計画を始めた 9 月

21 日（水）からちょうど 4 か月。1 月

21 日（土）、2分の 1成人式が挙行され

ました。大変多くの保護者の皆様にご

覧いただけたこと、とても感謝してお

ります。子どもたちの、子どもたちに

 ５年生は、２７日（金）に、舞浜ア

ンフィシアターで行われた劇団四季

によるミュージカル「美女と野獣」を

観に行きました。最悪の出会いをし

た二人が惹かれ合っていくまでの過

程を見て、「分かってあげてから分か

 「人と比較して劣っていても恥ず

べきことではない。去年の自分と今

年の自分とを比較して、もしも今年

の自分が劣っていたら、それこそ恥

ずべきこと。」そんな言葉から始まっ

た 2023年一発目のリーダー・イン・



り遂げたことに達成感を得ていま

した。学校、家庭、たくさんの場所

で褒められ、認められる経験が、子

どもたちのリーダーとしての自信

を高め、成長に繋がっているようで

す。 

 

くてあこがれられる２年１組」「３年

生になるために当たり前のことを当

たり前にして、１人１人がルールを

守ってみんなが協力し合う２年２

組」「心を一つにポーズをとってあき

らめずに楽しみながら、前の自分を

超えて他の学年に「すごい！」と思わ

れる２年３組」に決まりました。それ

ぞれクラスのゴールに向かって残り

２か月、子どもたちと共に私たちも

頑張っていきます！！ 

した。諦めない、自分に責任をもつ、

うそをつかない・・・などの意見が出

ました。 

 また、「自分に強く、人にやさしく」

という言葉に触れ、自分に強くある

ことで自信をもつことができること

に気付きました。次は信頼貯金。他者

との関係も考えていきます。 

よる、子どもたちのための 2 分の 1 成

人式となりました。全員が主体的に取

り組み、全員が同じゴール（目標）に

向かって準備や話し合いを進めまし

た。一番大切なこと、優先せるべきこ

とは「感謝」と「成長」を伝えること。

それを達成するために、全員が Win-

Win を考えて話し合いを行いました。

友達の話をしっかりと聴いて、相手の

意見を尊重しながら、自分のやりたい

ことを伝えていきます。すると、その

話し合いの中で生まれたシナジーが、

2 分の 1 成人式の中身をより熱く、よ

り感動的な式にしていきました。私が

見た中でも、「最幸」の式になりました。 

 

ってもらう」ことの大切さに改めて

気付いた児童が多くいました。第５

の習慣ですね。花保の合言葉の 1つ、

「愛してまーす！」に込められた想

いに気付く児童もいました。今後の

５年生の「愛してまーす！」に乞うご

期待！ 

ミーの授業。自分の過去を引き離し、

新しい自分をつくるために、すべき

こと、成し遂げたいことを考え、自分

を変えたいという意欲をもつことが

できました。 

２

月 

教室には、一人一人の「今月の目

標」が掲示されています。これまで

朝の支度が時間通りにできなかっ

た児童が、「支度を早く終わらせ

る。」と決め、時間に余裕をもって支

度に取り組めるようになりました。

「今月の目標にしていたから頑張

った。」と誇らしげでした。周りの友

達も、「自分で決めた目標を頑張っ

ていてすごい。」と称賛していまし

た。目標を常にみんなで確認できる

ことで、自分自身を奮い立たせるこ

とができるのと同時に、仲間からも

認められる良いきっかけとなって

います。みんなで良い刺激を受け合

い、１年生のゴールに向けて頑張り

ます。 

 

 みんなにすてきな３年生になるた

めに自信をつけてもらいたい！とい

うことで、自信貯金について学びま

した。まず「自信」と「貯金」の言葉

の意味を調べました。今回は、自信貯

金を貯める方法をみんなで考えまし

た。 

 自信貯金が多い人はどんな人かを

子どもたちに聞くと、「元気な人」「前

向きな人」「諦めない人」「負けず嫌い

な人」など、たくさんあがりました。    

自分の自信を少しでも高める貯め

るために具体策を考え、実践してい

きます！！ 

 

 1月の自信貯金に続いて、今月は信

頼貯金について学びました。自分が

信頼貯金が貯まる行動だと思ってい

たことが、実は・・・「おせっかい」

になっていたのではないか。 

 自分自身の行動を振り返ること

で、「自分本位の行動ではなく、相手

本位の行動が、信頼貯金を貯めるこ

とにつながる。」ということが分かり

ました。 

 相手本位の行動をするために、ま

ずは「話を聴く」ことの大切さにも気

付きました。第 4、第 5の習慣につな

がる深い学びとなりました。 

 「やはり“原則”である」というタ

イトルを付けたこの日の授業、なん

だかんだ言いながら必ずここに戻っ

てきてしまう。「原則」です。７つの

習慣は必ず「原則」に従って自分の行

動を選択します。パラダイム・シフト

をを起こすときや、インサイド・アウ

トを行う時も、この原則がもとにな

るのです。子どもたちを見ていて思

ったことは。７つの習慣のことは良

く知っているものの、その根本にあ

る原則のことが理解できていないの

ではないかと。今回の授業では、原則

としてコヴィー博士の著書に載って

いるものを自分たちの言葉に置き換

えました。 

 

 今月末に控えた「六年生を送る

会」。来年度、信頼される最高学年に

なりたいという思いを、出し物や模

造紙に込めました。 

 信頼されるためには、どうしたら

良いのだろうか…。台詞を堂々と言

う、計画的に取り組む、みんなで力を

合わせて完成させる…。それぞれが、

自分なりに一生懸命考えて行動に移

す姿が見られるようになっていま

す。 

 六年生が安心して旅立てるよう

に、残り一か月、全力で成長していき

ます。 

 「時間泥棒は誰だ。」という問いで

始まった授業。相田みつをさんの「そ

のうち」という詩から、「いつかやる。

そのうちやる。」と言い訳ばかりし

て、やるべきことをやっていなかっ

たり、努力しなかったりする自分自

身が時間泥棒だということに気付き

ました。子どもたちは授業の中で自

分の成長につながる「理想のタイム

スケジュール」を考え、無駄な時間を

可能な限り減らし、自分のためにな

るような時間の使い方をしていきた

いと、自己の在り方を見つめ直して

いました。 

 

 

 

 

 

 



LIM今年度ゴール   


